
施設長より

ゆうゆう会会長の瀬上です。家族会行事はコロナが落ち着き次第実施します。

「何だコレ⁉ミステリー」

3月9日（水）の夕食後、何気なくテレビのチャンネ

ルを変えると、うちのご先祖様の名前が語られている

ではありませんか。『何だコレ⁉ミステリー』という番

組でした。

父から、初代又右衛門は伊達騒動に巻き込まれ一度

お家断絶に追い込まれたが殿さまの身内のお口利きで

お家再興が成り、その後細川家とともに肥後に来たと

聞かされていて、大筋合致していたので安心しました。

私が不審に思ったのはこの投稿者の祖父と父が数十年前に

我が家を訪れて本家・分家の確認をしているにも関わらず何

も知らされていなかったということです。

昔、『ルーツを探る』というのがアメリカ映画を端に発し

日本でも流行しましたが、父から子へ、子から孫へとわかっ

ていることはきちんと伝えておくべきだと思います。

そうしないと、今ある自分は様々な苦難を乗り越えてきた

ご先祖様のお陰と感謝する気持ちは育ちません。お墓参りに

行くと、ああ無縁仏が・・・多い！

しょうぶの里は、昨年、開設２０年を迎え、開設当時からい

た人たちは、利用者さんも職員も２０年来のおつき合いとなり

ます。利用者さん同士、あるいは利用者さんと職員は、本当の

ご家族よりも長い時間を一緒に過ごす“同居人”であり、“擬

似的な家族”のような存在でもあるでしょう。

Ｓさんは先月から体調をくずして入院をされていました。入

院が長引くにつれ、相部屋のＭさんが、「Ｓさんがおらん、さみ

しか」と言われるようになりました。「Ｓさん、いつもどってくる

と？」とも。退院の前日、「明日、退院します。」との説明に、「お

れも（迎えに）行こうごたる」と。ＭさんとＳさんは、いつもはそ

んなに仲良くされてはいないように見えましたが、同室の仲間

のことをしっかり心配して、１日も早く戻ってきてほしいという

思いを出されていました。

３月中旬、Ｓさんは１２日間の入院生活から戻って来られま

した。戻って来られたＳさんを、玄関で利用者さん、職員みん

なでお出迎え。口々に「おかえり」「よかった」と言い、拍手も

起きました。その中で、嬉しさのあまり涙ぐむＭさんを見て、私

も胸が熱くなりました。

利用者さんと本当のご家族よりも長い時間を一緒に過ごす

私たち職員は、家族のような存在でありたいと思っています

が、利用者さんたちも、まさに同じ思いだったのだと思います。

集団での生活で、“いつも・みんなが・仲よく”、ということは難

しいかも知れません。中には、あんまり集団での生活が好きで

はない人もいるでしょうし、どうしても相性のよくない人もいるで

しょう。また、他の人の存在がわずらわしいときもあれば、一人に

なりたいときもあるでしょう。

ですが、仲間と長い生活の中で互いを思いやり、１人でも欠け

ていると大丈夫だろうかと心配する、みんな揃ってのしょうぶの

里での生活。仲間がいるということは本当にすばらしいことだな

と、改めて思いました。

令和４年の幕開けと同時に爆発的に感染拡大した第６波は、

３月中旬を迎えても、連日４００～８００人の新規感染者が発生

するなど、一向に収まる気配はなく、県内でも、多数の事業所、

学校、病院、介護・障がい者施設等でクラスターが発生していま

す。

幸いなことに、しょうぶの里では利用者さんや職員の陽性者は

出ていませんが、いつ感染者が出てもおかしくない段階に来て

いると思われます。

加えて、ストレスのたまる我慢の生活を余儀なくされています。

ともすれば、イライラしたりギスギスしたりしがちですが、改めて、

仲間といることのよさや安心感を大切にして、利用者さんたちと

一緒にこの困難な状況を乗り越えていきたいなと思ったところ

です。
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先日３回目のワクチン接種が終わ

りました。１回目２回目と副反応と

は縁遠く、今回も大丈夫だろう

と・・甘くみてました。接種翌日の

午後から悪寒とだるさに襲われ、仕

事から帰宅して体温を測ると37.6度

と久々の発熱。翌朝も多少のだるさ

は残っていたものの休むほどではな

いと仕事へ。この日もまた午後から

悪寒とだるさ…帰宅して熱を測ると

37.8度。この日は38.2度まで上がっ

たので解熱剤を飲みさっさと布団へ。

あぁ…、多少の無理も効かない年齢

になってしまったのか…(>_<)

テレビでワクチン接種後に熱発し

た人は熱発しなかった人に比べて

1.7倍抗体量が多いとか。熱発した

甲斐があった！かな(*^^)v
※予定ですので変更になることがあります。ご了承ください。

栄養士 齋藤憲子

３月４日（金）に熊本市西区の夢眠クリニック熊

本西（旧池田内科）様に来里いただき、入所利用者

さんのワクチン接種を行ないました。

接種翌日に副反応とみられる熱発者が４～５名い

らっしゃいましたが解熱薬を服用され回復されまし

た。

また、政府は、新型コロナウイルスワクチンの４

回目接種を行う検討に入ったとのこと。３回目接種

から６か月以上の間隔を空け、今夏にも開始するこ

とを想定しているようです。これまでと同様、公費

負担で行う方向です。

熊本県のまん延防止等重点措置も３月２１日で終

了し、感染者数も一時期よりは減ってきているよう

に感じますが、まだまだ油断できない状況です。

今後も状況がどのようになっていくかわかりませ

んが、しっかりと対応していきますのでよろしくお

願いします。

看護師 齊藤

☆ ４日（月） 職員会議、給食委員会

☆ ７日（木） 訪問歯科

☆ ８日（金） 誕生会

☆１４日（木） 訪問歯科

☆１８日（月） 研修会

☆１９日（火） 訪問リハビリ

☆２１日（木） 訪問歯科

☆２２日（金） 春のピクニック、全館消毒

☆２６日（火） 訪問リハビリ

☆２８日（木） 訪問歯科

≪４月の行事予定≫

イベントメニュー

４月 ８日 リクエストメニュー、 誕生会

４月 ２２日 春のピクニック（外注弁当）

４月 ２６日 リクエストメニュー

しょうぶの里の利用者さん

の中には、今のウクライナと

ロシアの現状を心配され、平

和への思いをこめて、ウクラ

イナとロシアの両国旗の配色

の折り紙で鶴を折られていま

す。

どうか皆さんの思いが届い

て、一日も早く平和な日々が

訪れますように・・・

手作りの

折り紙を

作成中
３月１４日にホワイトデーのイベントを行いました。

今年はクッキーに替わり≪ひまわりパン工房≫さんの焼

きドーナツをみんなでいただきました。コーヒー、紅茶、

シナモン、チョコチップ、プレーンの５種類があり好き

な味のドーナツを手に取られていました。

とっーてもおいしかったです😊

馬肉大国熊本で桜といえば馬肉。特に桜の咲く今

の時期が一番おいしいとされています。

熊本や長野以外ではあまり食されませんが、良質

の動物性たんぱく質に富み、脂肪が少なく造血ビタ

ミンのＢ１２も多いことから、貧血や冷え性の人に

とっては最良の食品の一つです。

文豪夏目漱石の著書『三四郎』には、「熊本の学

生は赤酒を飲む」や「牛肉と馬肉の識別手法」に係

る記述がありますが、当時（明治時代）は、馬肉は

牛肉のまがいもの（サクラ）として見られていたと

想像できます。


